
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体調不良等で指導をお休みする際は連絡をお願いします 

おしらせ 
・８月１０日（木）から１７日（木）まで、発達支援センターでの指導がお休みとなります。 

指導が休み期間は、プールの指導（８月１５日）もお休みとなります。 

指導再開は８月１８日（金）からになります。 
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乳幼児健診 
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２０２３年８月号

子ども発達支援センターTEL：0123-76-7360 

いよいよ夏本番。外で遊ぶ機会も増えてきていると思います。子どもは体温調節機能が未

発達で、体に熱がこもり体温が上昇しやすいです。また身長が低く、地面からの照り返し

の影響を強く受けるため、大人よりも高温の環境下にさらされています。子ども自身が体

調の変化に気づかないことや伝えられないこともあるため、周囲の大人が顔色や汗のかき

方等気を配る必要があります。こまめな水分補給と適度な休憩をはさみ、熱中症には十分

気をつけて過ごしてくださいね。 

８月の予定 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ゲームをやりたがっていたり、YouTube を見たがるお子さんに頭を悩ませる親御さんからの相

談が全国的に増えているようです。ゲームを止めるようにと優しく声をかけても子どもは聞く

耳を持たず・・・結局怒ってしまい自己嫌悪・・・。 

 

★ ゲームって本当に悪影響なの？？ 

 ゲームを無理やり辞めさせても成長はありません。まず子どもが何をしているのか興味を持つことから始

めましょう。頑なに「我が家はゲームをさせません！！」と言う声も多いようですが、実はゲームそのもの

が子どもの成績を低下させる科学的な根拠があるわけではないのです。（ゲームの得意な子どもの方が、

様々な能力が高い傾向にあるという研究結果も出ているようです・・・）ただし、ゲームや YouTube に長時

間子守りをさせるのはよくありません。まずは「子どものしていること」に大人が興味を持ってコミュニケ

ーションをとりましょう。 

 

★ ゲームであってもまずは認める！ 

子どもは自分のしていることをお母さん・お父さんに認めてもらうことが大好きです。逆に悲しくなって

しまうのは、放置されていたにもかかわらず、突然やめさせること。自分を否定されたような気持ちになり

ます。 

自己肯定感を育てるためには、たとえ親が嫌なことでもまずは興味を持ってみてください。そして、良い

点を認めましょう。ここでいう「認める」はゲームを黙認することではありません。我が子の集中力や反射

力などお子さんをよく見て、良い点を言葉にすることです。 

クライマックスの途中でやめさせたり取り上げたりすると、欲が満たされず、いつまでも「やりたい！」

「クリアしたい！」と執着するようになってしまいます。クリアするまでやり遂げる力を育てましょう。こ

こは親がぐっとがまんです。 

 

★ 子どもがゲームをすんなりやめられる方法。 

子どもは、自分のことを認めてもらったあとで、初めて相手の言うことを認めることができるようになり

ます。 

できれば、ゲーム以上に興味を持つことを、一緒に体験する提案をしましょう。 

例えば、音に興味のあるお子さんなら、一緒に空箱や空き缶で打楽器を作って音の違いを楽しんだり、生

き物が好きなら飼育してお世話したり、動画に興味があれば、動画を撮影して、家族で見るなど、最初は親

も一緒に楽しみ、子どもが夢中になったら、１人でどんどん工夫できるようになるでしょう。 

見（や）る側から作（発信す）る側になれる、という視点を子どもが持てば、きっと面白くなるはずで

す。ポイントは、子どもの好きなことを親子で一緒に五感を使って楽しむことです。 

色々な選択肢があることで子どもにとって面白いことややりたいこと、今すべきことは何かを考える力が

育まれます。この繰り返しで、自制する力をつければ、あっという間にゲームを卒業するでしょう。 

★ ポイント ★ 

やめさせる（禁止）ではなく、 

認めることで考える力（自制心）を育てよう 

NG：ゲームばっかりしているとバカになるよ！ 

OK：うまいね！クリアしたら一緒に○○しよう！ 

【参考文献：著天野ひかり 子どもを伸ばす言葉 実は否定している言葉】 


